
開催内容 （予定）

 公益財団法人河川財団では、 河川総合研究所所長　藤田光一によ

る標記を開講します。 専用テキスト 「現代河川工学－基本と展開－：

原論編」 （100 頁弱 ： 目次構成を別記） を用い、 その都度の題材も

交えて、 体系的講義 （討議を含む） を計 13 回行い、 受講生が次の

ような力を身につけることを目指します。

応募資格

定員

参加費

申込方法

〒103-0001

東京都中央区日本橋小伝馬町 11-9

住友生命日本橋小伝馬町ビル　2 階

TEL　03-5847-8304　FAX　03-5847-8310

河川塾事務局 担当 ⼭本・軍司  TEL   03-5847-8304

経歴

河川財団　研究発表会
７月５日 （金） 一橋大学一橋講堂

にて開催します。

詳細は、 こちらをご覧ください 

裏面の必要事項とこれまでの技術者としての経験と参加理由

を記入の上ＦＡＸいただくか、 標題を 「河川塾参加申込」

とした E-mail で送付ください。

７ 万円

１５ 名　

上記の趣旨に適い、 意欲のある技術者等　　※客観的証明は不要です。

講　　義 原則、 隔週 月 曜日 （年間活動計画参照）

17 ： 00 ～ 19 ： 30

場　　所

期　　間

公益財団法人 河川財団　会議室

５月～ 11 月までの６ヶ月間

河川塾は、 土木学会ＣＰＤ認定プログラムです。 （申請中）

1981 年  東京⼯業⼤学理⼯学部⼟⽊⼯学科卒
1983 年  東京⼯業⼤学院修⼠課程修了
   同年  建設省⼊省（⼟⽊研究所 河川部河川研究室 研究員）
1997 年  建設省 ⼟⽊研究所 河川部河川研究室 室⻑
2000 年  建設省 中部地⽅建設局 三重⼯事事務所 所⻑
2003 年  国⼟交通省 国⼟技術政策総合研究所
       河川環境研究室室⻑・環境研究官・流域管理研究官・
       河川研究部部⻑・研究総務官・所⻑などを経て
現在     公益財団法⼈河川財団 河川総合研究所 所⻑

※月曜日が祝日の場合は、 翌日火曜日に開催 （予定）

年間活動計画

５/17５/17
（金）（金）
必着必着

募集期限募集期限

塾生募集 !!塾生募集 !!

ＦＡＸ　03-5847-8310ＦＡＸ　03-5847-8310 E-mail　honbu@kasen.or.jpE-mail　honbu@kasen.or.jp

※定員を超えた場合には参加いただけないケースが

　 出てくることをご容赦願います。

※専用テキスト、 題材資料は含みます。

　 旅費 （含 ； 現地指導） は別途必要となります。

その他 各自 「水理公式集 2018 年版」 をご用意ください。

月 日 開催回 講義内容 （予定）

５ 27

６
10

24

７
８

22

５

19
９

24

７

21

12

18

８

９

10

11

第 1回

第 2回

第 3回

第 4回

第 5回

第 6回

第 7回

第 8回

第 9回

第 10回

第 11回

第 12回

第 13回

趣旨・進め の説明、第 1章 第 3章

現地での指導

第７章、修了式

第４章、第５章

第６章（6.1  6.3）

第６章（6.4（1）前半）

第６章（6.4（1）後半）

第６章（6.4（2））

第６章（6.4（3））

第６章（6.4（4））

第６章（6.5）

第６章（6.6（1） （2））

第６章（6.6（3））

専用テキスト 「現代河川工学－基本と展開－： 原論編」

の目次は裏面をご覧ください。

河川塾河川塾
平成３１年度平成３１年度

－次を考える基盤としての河川工学を学ぶ－－次を考える基盤としての河川工学を学ぶ－

藤田 光一公益財団法人河川財団　河川総合研究所　所長

・河川⼯学の全体像がわかり、世の中のために河川⼯学を投⼊する道筋が⾒える。
・河川の仕事を組み⽴てる上での技術の拠りどころができる。
・河川と流域を良くするために様々な知恵や技術を糾合する中⼼軸を持てる。
・何をすべきかを⾃ら考える羅針盤として河川⼯学を使えるようになる。



「現代河川工学－基本と展開－： 原論編」　目次構成「現代河川工学－基本と展開－： 原論編」　目次構成「現代河川工学－基本と展開－： 原論編」　目次構成

第１章 河川のとらえ方

第２章 河川の作用 ・ 機能 ・ 役割

第３章 作用 ・ 機能 ・ 役割　人　を確保するための河川施策の検討および実施の概要

第４章 河川施策の検討および実施を支える学術とその位置づけ

第５章 河川工学と河川施策の展開が創発的なものとなるための要諦

第６章 機能確保を起点にした河川工学の体系

第７章 河川工学体系の拡張

専用テキスト

氏　名

会社名

部　署

ふり　　　がな

ＴＥＬ

Ｅ-mail

連絡先

職　位

技術者としての経験

参加理由




